
 単産の春闘総括⑥ 

郵産労 
 

賃上げ要求 

要求職場数 ２００００円 有額回答職場数 ゼロ 

回答最高額  回答最低額  

 

パート要求 

要求職場数 時給２００円 

月給制社員 

 ２００００円  

短時間４時社員 

１３５００円 

有額回答職場数 ゼロ 

回答最高額  回答最低額  

その他要求 月給制社員 月額２０００円引き上げ 

 

 

 

２０１０年 

春闘回答の 

特徴及び 

総括 

ＪＰ（連合）労組の賃上げ要求見送りの中、有額回答は極めて難しい環境がある。 賃

金交渉と切り離しての、非正規労働者の均等処遇、正社員化要求は、別途継続とし、

昨年と今年の春闘での主要な課題として、闘いを進めてきました。３月中央行動に向け

た署名活動、政府のヒヤリングでの正規雇用要求、日本共産党議員団との国会質問等

により、４月３０日の「亀井担当大臣の希望者は全て正社員化する。」発言、５月７日「日

本郵政の６万５千人の１１月採用正社員化計画」を引き出し、非正規労働者の 

正社化要求は、大きな前進になっています。 

今後は、正社員化の計画確定と「公正・公平」な採用を求める運動が課題となっていま

す。正社員が当たり前の社会、日本の非正規労働者の処遇に向けた「本丸」とした闘い

が求められています。 

自治労連 

 

その他要求 

 

非正規職員の待遇改善 

・堺市職労「短期臨時職員の一部の単価引き上げ」、 

・和泉市職労「アルバイト職員の日額 50円アップ」、 

・泉大津市職労「感染症対象の病休４日を診断書添付だが、全ての病気対象に５日へ

改善」、 

・八尾市職労「非常勤嘱託・アルバイト職員の 4.2％アップ（事務職―非常勤嘱託・日額

40円、アルバイト職員・日額260 円引き上げ４月実施）と嘱託員 2.17％アップの賃金

改定（４月実施）」、 

・松原市職労「アルバイト賃金 時給５円引き上げ（４月実施）と嘱託職員の交通費上限

廃止（４月実施）」、 

・東大阪市職労「非常勤嘱託員（週４日勤務以上）交通費支給と忌引休暇の改善」、 

・羽曳野市職労「臨時職員・アルバイトの賃金改定と嘱託職員の一時金分繰り入れ・経

験加算制度」、など賃金・休暇制度の改善。 

・茨木市職労の忌引き休暇などの改善、 

・吹田市職労の 17 条への任用根拠を明確化で「一般職」として位置付けられ、年休の

10 日付与など今後の身分的安定、格差是正などに前進。 
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